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CCC とは、学生が学外で生きた学びを得ら

れるように支援する教育機関です。 

地域、社会、世界の人々と出会い、協働する

ことで、大学で学んだ知識を活きたものにして

いけるようにサポートしています。 

これまでに、多くの学生がＣＣＣを通して、

地域に飛び出し、ＮＰＯや市民団体、企業など

と連携して共に活動しています。 

 目 次 

P.1   去年の活動を振り返って 

P.2・3 活躍している淑徳生を Pick Up!! 

P.4   淑選☆スター賞魅力満載講演会を

     行いました♪ 

去年も多くの学生が、学外で積極的に活動しま

した。今年も CCCから地域へ飛び出そう☆ 

～長久手町での餅つき～ 

地域の方と育てたもち米で餅

つき大会を行いました★ 

～国際ビレッジ in ASU～ 

淑徳の留学生と一緒に扇子作り

や食事会をしました♪ 

～地域の花壇「星ヶ丘街園」～ 

星ヶ丘街園にて花植えを 
行いました★ 
 
 

～堀川スターフェスティバル～ 

紙芝居を使って分かりやすく 

堀川を伝えました★ 

～DECO スクール～ 

淑徳生がふろしき活用法を 

伝授しました♪ 

～長久手町グリーンマップづくり～

長久手小学校と淑徳がコラボして 

校区のグリーンマップを作りました。
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          文化創造学科 表現文化専攻 ３年 白數 結佳さん 

天のひつじは、自分たちで作った作品集（部誌）を発行したり、児童館などの施設を訪問し、子ども達に紙芝

居や絵本の読み聞かせを行ったりしている団体です。 

✼活動をはじめたきっかけは何ですか？✼  
天のひつじで活動しようと思ったきっかけは、絵を描くのは苦手だったので

すが、昔から児童文学には興味があり、自分からいろいろつくってみたいと

思ったからです。児童文学は人に読んでもらうことに意味があります。チャ

レンジファンドには、大学の外の人と交流して、実際に自分たちで作った紙

芝居＆人形劇を多くの人に見ていただきたいと思ったので参加しました。 

✼活動してどう思っていますか？✼ 
今の子どもは物を大切にしない、作る楽しさを知らないということで、去年は‘エコ、触れ合い‘をコンセプ

トにしました。自分たちで作った背景（紙芝居）や牛乳パックを再利用して作った人形で、紙芝居＆人形劇を

児童館で２回行いました。当日は子どもたちがじっとしていなくて大変だったのですが、紙芝居を見て楽しん

でいる子どもたちの姿を見られたことで、やって良かったなと感じることができました。そして、何よりも皆

で一つのものを一から本気で作り上げることに成功したことがうれしかったです。 

✼これからどうしていきたいですか？✼ 
去年は児童館での子どもに向けての紙芝居＆人形劇をしたので、それを継続していきたいと考えています。今

年はさらに視野を広げて、自分たちの制作物をもっと多くの人に紹介できるように自主的にイベントを行いた

いと考えています。 

 

 

 

★★チチャャレレンンジジフファァンンドド団団体体のの中中でで活活躍躍すするる学学生生のの声声でですす★★  

 チャレンジファンドってなーに？ 

チャレンジファンドとは学生が自ら率先して活動し成長していくプロセスを CCC が応援する仕組みです。活
動資金の援助や交流の場の提供などを通して、学生の社会貢献活動を支援しています。現在チャレンジファン
ドを活用している団体は１５団体ありますが、今回はその中から４団体を取材しました！ 
 
 

    

福祉貢献学科 2 年 服部 美樹さん 野村 美保さん 

福祉貢献学会は、福祉貢献学科に所属する 50 人の学生による団体です。学祭班、ニュースレター班、チャリ

ティー班、緑区班、イベント班の 5 つに分かれ、福祉貢献学科の学生に、それぞれの視点でボランティア活動

参加へのアプローチを行っています。 

✼活動をはじめたきっかけは何ですか？✼  

一人では勇気がなくて踏み出せないことも、仲間がいればで

きるので、一緒に新しいことに挑戦できる仲間づくりをした

かったからです。 

✼活動してどう思っていますか？✼ 
ボランティアにやりがいを感じ自信が持てるようになりまし

た。活動を企画する側と、参加する側では、役割が違うとい

うことを日々感じています。 

✼これからどうしていきたいですか✼                         
学会員である福祉貢献学科の学生全員が参加しやすい活動を考えていきたいです。学会内では、役割分担をす

ることで、一人ひとりが活躍できる場をつくり、みんなで頑張ったと振り返ることができるようにしたいです。 

  

～福祉貢献学会のみなさん～ 
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ビジネス学科 2 年 徳留卓也さん  

Fm7 は、月 2 回程度のジャズ演奏を通してゴジカラ村（長久手キャンパス近くの「デイサービス」や「ショ

ートステイ」などの施設が集まった場所）の方との交流を主な活動とする、立ち上がったばかりの団体です。 

✼活動をはじめたきっかけは何ですか？✼ 
「障がい者支援ボランティア入門」（石黒先生）の講義中にチャレンジフ

ァンドの紹介をうけ、元々ボランティアに興味のあったぼくたちに火が点

いたことがきっかけで Fm7 が発足し、動き始めました。 

✼活動してどう思っていますか？✼ 
自分たちの演奏が上手くいかなくても喜んでくれることがうれしいです。

それと、なによりぼくたちのことを覚えていてくれて、来るのを楽しみに

していてくれることは、活動を続ける上でも大きな力であり、活動を続け

る理由になっています。 

✼これからどうしていきたいですか？✼ 
ゴジカラ村以外の場所でも演奏活動がしたいですね。たとえば子どもたちと音楽を通して交流したいなって

考えていたりして…。それに、演奏以外にも楽器を教えたりとか楽しそうですよね♪ 

★ぼくたちとコラボしてくれる団体さんと、粋なベーシストを募集中です！★ 

 

 
    

 

コミュニケーション心理学科 1 年 兼松祐太さん  

KUB は、月に 2 回程度、参加できる人が集まって名古屋市周辺を自転車で走ることを通して自転車や走るこ

との魅力を伝えようと今日も走り続ける団体です。 

✼活動をはじめたきっかけは何ですか？✼ 
ぼくたちは、自転車のオモシロさを伝えたいという想いから立ち上がりました。自転車って自分の力が直接

的に反映されるところがいいですね。チャレンジファンドへは、自転車で世界中を旅する方を講師に招き、

目の当たりにした世界の現状や諸問題（たとえば・・・日本と世界の環境比較だったり文化に飛び込んでみ

た時のお話でした。）などについて語っていただくイベントを実現するために応募し、ご支援いただいていま

す。 

✼活動してどう思っていますか？✼ 
たとえば、自転車歴の長い社会人の方と熱田神宮まで走った時には、スポーツとしてのロードバイク技術に

ついて話をきいて、自転車についてもっと深めていけると思いました。そして、自転車を通していろいろな

ことができるんだと可能性を感じています！ 

✼これからどうしていきたいですか？✼ 
琵琶湖を一周してみたいですね。達成感はもちろんですが、想

うよりきっと長いであろうその一周でおこる出来事がぼくたち

に何かをもたらしてくれると思うんです。 

 

    ★サドルの上から一緒に、新しい世界を見ませんか!?★  

 

（エフマイナーセヴンス） 

（かぶ）
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 長久手キャンパス 星が丘キャンパス 

利用時間 9：00～18：30 （授業日以外 9:00～17:00） 

場所 アクティブラーニングスタジオ内 1 号館 1階 

連絡先 0561-62-4111 052-781-1151 

E-mail asccc@asu.aasa.ac.jp 

ボラみ展(2009 年 7 月開催)に出展し

た約４０の団体の中から、ＣＣＣ学生

スタッフが選んだ淑徳生に最も勧めた

い団体に贈る「淑選☆スター賞」。 

見事選ばれたのは(特活)アスクネット。

 

この賞の特典である『魅力満載講演会』

は、学生スタッフが団体の活動に参加

し取材を行い、学生を対象に、アスク

ネットさんの活動や魅力を伝えるとい

うものです。講演会当日は約 30 人の

学生が聞きに来てくれました♪ 

今まで CCC へ足を運んだことのなか

った学生を呼び込むために、cute なチ

ラシと、昼食時に学生スタッフによる

簡単な学内アンケートを実施。これか

らもみなさんが気軽に CCC を利用で

きる空気づくりをしていきたいです。 

 

この講演会を運営するにあたって、た

くさんの人たちの協力を頂きました。

本当にありがとうございました！！！ 

大学で授業を受けているだけだ

と視野が狭くなりがちなので、将

来の事を考えるためにも、色んな

ことに参加して活動範囲を広げ

たいと思った。(コミ 1年女) 

NPO というとボランテ

ィアというイメージし

かなかったが、それだけ

でなく、こんなにも人々

との関わりがある団体

があることを初めて知

れてよかった。(文学 2

年女) 

CCCの先輩方がしっかりし

ていて、きちんと話されてい

て、いかにCCCが様々な経

験ができるか分かった。今回

来てよかった。これからも

CCCをチェックしていきた

い。(ビジネス1年女) 

 

 

バレーボールをしながら国際協力をしよう☆その際に楽器を寄付してもらう予定です。集まった楽器は、大学OG

であり現在、青年海外協力隊としてジャマイカの養護学校で活動している安田なぎ子さんに贈り、現地での活動

に役立てられます。体を動かしたい方、国際協力に興味がある方、色んな人と交流したい方など気軽に参加して

みてください♪詳しくはCCCまで♪ 

チラシ作成：現代社会学部４年 長瀬未央子さん

CCCは４月の学部編成と共に 
新棟新館に引っ越しし、 
リニューアルします。 
生まれ変わったCCCに乞う 
ご期待！ 

告知!! 


